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平
成
２５
年
５
月
２６
日
（
日
）、
今
年
で
９
回
目
を
数
え
る
、
骨
寺
村
の
一 

 
 

 

大
イ
ベ
ン
ト
「
お
田
植
体
験
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、
過
去
最
高
の
二
百
人
を
超
え
る
参
加
者
は
、

中
尊
寺
大
長
寿
院
菅
原
光
中
住
職
に
よ
る
安
全
祈
願
の
御
祈
祷
を
頂
く
と
、
歓
声

と
と
も
に
圃
場
に
繰
り
出
し
、
一
株
ず
つ
丁
寧
に
手
植
え
を
し
ま
し
た
。
荘
園
米

オ
ー
ナ
ー
や
早
乙
女
姿
の
大
学
生
、
本
寺
小
学
校
の
生
徒
さ
ん
、
関
係
機
関
の
み

な
さ
ん
、
そ
し
て
地
元
の
住
民
と
、
ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
、
約
一
時
間
で
作
業
は
完
了
し
、
場
所
を
若
神
子
亭
に 

移
し
て
の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。 

 

地
元
の
お
母
さ
ん
特
製
の
お
弁
当
に
お
腹
も
満
足
し
た 

後
は
、
水
谷
美
月
さ
ん
（
荘
園
米
オ
ー 

ナ
ー
で
も
あ
り
ま
す
）
の
ラ
イ
ブ
で
さ 

ら
に
盛
り
上
が
り
、
午
後
の
荘
園
内
散 

策
で
は
、
少
し
趣
向
を
変
え
、
本
寺
川 

の
上
流
を
見
学
す
る
な
ど
、
終
日
、
骨 

寺
村
に
は
笑
顔
が
絶
え
な
い
充
実
の
一 

日
と
な
り
ま
し
た
。 

東
京 
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５
月
２５
日
の
栗
駒
山
～
要
害
橋
よ
り
撮
影
～ 

 

お
田
植
交
流
会
を
挟
ん
だ

２５
・
２６
日
の
両
日
、
東
洋
大
と
岩

手
大
の
学
生
が
古
曲
田
家
に
宿
泊

し
、
地
元
の
方
々
と
、
餅
つ
き
等

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

 

２５
日
に
は
東
洋
大
須
賀
ゼ
ミ

の
、
須
賀
准
教
授
と
ゼ
ミ
生
合
わ

せ
９
名
が
田
植
の
前
夜
祭
と
ば
か

り
に
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
役
員

さ
ん
た
ち
と
楽
し
く
語
ら
い
、
ま

た
、
田
植
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、

岩
手
大
広
田
教
授
と
学
生
合
わ
せ

１１
名
が
、
反
省
会
を
兼
ね
た
親
睦

会
で
、
地
元
の
青
年
層
を
交
え
て
、

深
夜
に
迫
る
ま
で
熱
く
語
り
合
い

ま
し
た
。 

 

外
か
ら
見
た
本
寺
像
を
理
解
す

る
た
め
に
も
、
二
校
と
の
交
流
は

大
変
貴
重
な
財
産
で
す
。 

 

５
月
１５
～
１６
日
、
仙
台
市
の
八
木
山
中
学
校
の

生
徒
３０
名
が
、
本
寺
地
内
で
農
業
体
験
を
し
、
１０

軒
の
家
に
分
か
れ
て
民
泊
を
し
ま
し
た
。 

皆
、
慣
れ
な
い
農
作
業
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、

疲
れ
た
体
を
瑞
泉
閣
の
温
泉
で
癒
し
、
晩
御
飯
に

は
古
曲
田
家
で
餅
つ
き
を
す
る
等
、
普
段
に
は
な

か
な
か
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
提
供
で
き

た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
主
催
の
今
回
の
民
泊
事

業
、
今
後
も
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
て
い
く
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す 


